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はじめに 
 
大川活用プロジェクトが毎年主催してきた大川フォーラムは、平成 30 年度は、今後の

活動の展開を視野に入れて、「速野学区まるごと活性化」の取組との連動により、速野学区

ふるさとづくり委員会主催、速野学区自治会長会後援による「速野学区ふるさとづくりワ

ークショップ」として開催されました。 
 
ワークショップのテーマは「守山市北東部地域の魅力とこれからを語る！！」であり、

主旨は「 速野地域は、県内有数の道路交通の要衝であることや人口増加が続き児童数も多

いこと、都市近郊農業や琵琶湖漁業の拠点であること、ホテルや大型の集客施設が立地し

ているなど恵まれた地域特色を有するとともに、まるごと活性化などの地域活動も盛んで

す。そこで、これらの価値と意義を今一度確認しつつこれからの地域づくりについて多様

な視点から討議し、その成果を広く発信することとします」でした。 
 
ワークショップでは、以下の報告がありました。 
①速野学区のまるごと活性化の取り組み（地域代表） 
②守山市の地域政策（守山市） 
③若者が見た市北部地域の魅力と期待（立命館大学学生団体 haconiwa） 
 
それを受けて、グループ別討議のセッションが設けられ、活発な議論が交わされました。

学区内の多様な分野からの参加者のもと、グループに分かれこれからの速野づくりを未来

志向の視点から討議されました。その結果は、「まちづくりをより活発にするためには！」、

「地域で子どもたちの育ちを応援するためには！」「地域の産業、企業そして住民が連携す

るためには！」として、本活動報告書の巻末に議論の結果が掲載されているので、ぜひ、

お読みください。ワークショップへ参加された方々、発表された方々に深く感謝致します。 
 
                            大川活用プロジェクト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



速野学区ふるさとづくりワークショップ資料 

開催日 ２月２３日（土） 13:00～16:30 

開催場所 速野会館 

主催 速野学区ふるさとづくり委員会 

共催 立命館大学学生団体 haconiwa 

京都大学東南アジア地域研究研究所 

守山市 

後援 速野学区自治会長会 
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開催内容 

テーマと開催主旨 

  ・テーマ 「守山市北東部地域の魅力とこれからを語る！！」 

  ・主旨 速野地域は、県内有数の道路交通の要衝であることや人口増加が続き児

童数も多いこと、都市近郊農業や琵琶湖漁業の拠点であること、ホテル

や大型の集客施設が立地しているなど恵まれた地域特色を有するととも

に、まるごと活性化などの地域活動も盛んです。そこで、これらの価値

と意義を今一度確認しつつこれからの地域づくりについて多様な視点か

ら討議し、その成果を広く発信することとします。 

プログラム 

  ・13:30 開会あいさつ 

  ・13:45 報告 

①速野学区のまるごと活性化の取り組み（地域代表）

②守山市の地域政策（守山市）

③若者が見た市北部地域の魅力と期待

（立命館大学学生団体 haconiwa） 

  ・14:30  休憩 

  ・14:40  グループ別討議 

【討議方法と内容の確認】伊藤潔（大川活用プロジェクト世話

人） 

【グループ別討議】学区内の多様な分野からの参加者のもと、

グループに分かれこれからの速野づくりを未来志向の視点か

ら討議します。 

  ・16:00   報告（グループ討議結果） 

  ・16:30   閉会 
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速 野 学 区 

はは  やや  のの  がが  っっ  くく  

▲田園風景 ▲琵琶湖大橋 ▲びわこ地球市民の森 

資料　①
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速野学区はこんなまちです 

■位置

○速野学区は、市の西部に位置し、学区の西側は約９㎞にわたって琵琶湖に接しています。

○レインボーロード（琵琶湖大橋取付道路）の沿線は市街化区域であり、宅地開発が進むとともに、

湖岸は、美術館、公園、ホテル、ゴルフ場などが立ち並ぶ観光リゾート地となっています。内陸

部は市街化調整区域であり、田園地帯の中に古くからの集落が点在しています。

■成り立ち

○古くから、旧野洲川などの豊富な水資源に支えられた農業地域であり、また琵琶湖岸では伝統的

漁法である魞（えり）漁をはじめとした漁業が盛んでした。

○昭和 39年に琵琶湖大橋が開通し、市の中心部から遠く離れたのどかな田園地帯であった速野学区

は、本市の北の玄関口という新たな顔を持つようになり、人口の増加、宅地開発の進展、大規模

小売店やリゾート・レクリエーション施設などの立地によって、急速な発展を遂げました。

■速野村の成立

○速野地域は、明治４年の廃藩置県の結果大津県になり、同５年に滋賀県となりました。開発東中、

開発西、木浜、水保、今浜、新庄、服部、戸田、立花などを合わせて野洲郡８区に編成されまし

た。明治７年から８年には、開発東中、開発西と川崎新田が洲本村、木浜と木浜新田が木浜村、

水保と水保新田が水保村、今浜と今浜新田が今浜村になりました。

明治 12年の郡区町村編成法の実施で、それぞれの村に戸長役場が設けられています。明治 18年、

連合戸長役場制により洲本、木浜、水保、今浜の４村が連合して洲本の照久寺台所に連合戸長役

場をおきました。そして、明治 22年の町村制施工により、これが速野村になりました。

役場のあった洲本の式内社己爾乃神社の由緒に、「速野庄己爾乃」とあることから速野村と称する

ようになったようです。

資料　①

4



■人の動き

○人口は 12,750人（平成 30年）で、市全体の 15％を占めます。20年前に比べて約 1.3倍に増えて

おり、市全体を上回る高い増加率を示しています。

○年齢別にみると、0～14歳が約 17％、65歳以上は約 21％であり、市全体の構成比と同じような状

況です。

○人口が増加しているのは主に市街化区域であり、市街化調整区域では人口の減少、少子高齢化が

進んでいます。

人口数 速野学区 市全体 

平成 5年 8,396 61,075 

平成 10年 9,565 64,926 

平成 15年 10,585 69,512 

平成 20年 11,928 75,929 

平成 25年 12,677 79,866 

平成 30年 12,750 83,157 

世帯数 速野学区 市全体 

平成 5年 2,246 17,587 

平成 10年 2,778 19,953 

平成 15年 3,345 22,947 

平成 20年 4,102 26,842 

平成 25年 4,587 29,235 

平成 30年 4,875 32,090 

年齢層別 速野学区 市全体 

0～14 歳 2,190 14,196 

15～64歳 7,887 50,890 

65 歳以上 2,672 17,411 
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■自治会別人口・世帯数（平成 30年）

自治会名 人口数 男 女 世帯数 

開 発 781 376 405 338 

大 曲 348 164 184 124 

木 浜 1,121 553 568 410 

今 浜 743 352 391 252 

美 崎 2,034 1,024 1,010 914 

水 保 515 244 271 189 

中 野 2,350 1,187 1,163 867 

中野小林 1,522 757 765 605 

北川ニュータウン 1,867 952 915 738 

ネオ・ベラヴィータ守山 1,469 735 734 438 

■自治会別人口・世帯数（昭和 40年） ＊昭和 39年琵琶湖大橋開通

自治会名 人口数 男 女 世帯数 

開 発 636 307 329 122 

大 曲 445 217 228 85 

木 浜 1,578 760 818 337 

今 浜 883 437 446 176 

美 崎 549 273 276 109 

水 保 627 296 331 123 

中 野 334 170 164 66 

0
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地域のたからもの 

速野学区には、「たからもの」といえる良いところ、誇れるものが多くあります。これらをまち

づくりに活かしていきたいものです。 

■人とひとのつながりが強い地域です

○内陸部の古くからの集落では、おすそ分けの習慣が残るなど、お互いの

顔がみえる近所づきあいが根付いています。

○転入者が多く歴史の浅い新興住宅地でも、夏祭りや一斉清掃等の自治会

あげての行事により、地域の人々同士のつながりを生み出しています。 

○「学区民のつどい」をはじめとした祭りやソフトボール大会等のイベン

トを開催、日常的な子育て支援活動などを通じて、新旧住民の間の交流も強まりつつあります。

■歴史を感じさせる史跡や伝統行事が残っています

○己爾乃
こ じ の

神社
じんじゃ

、樹下神社、福林寺、観音寺などの由緒ある神社仏閣、左
さ

義
ぎ

長
ちょう

、菜
な

蒔
まき

盆
ぼん

※、たらい神輿※等の祭りなど、歴史にまつわる様々な資源

や伝統行事が残されています。

○旧野洲川の伏流水など、昔から地域の人々と水とのつながりが強い地域

であることから、井戸、出湯※、竹管簡易水道、旧木浜港等、水にまつ

わる生活遺産を今でもみることができます。

※菜蒔盆：己爾乃神社で９月に行われる祭り。豊穣に感謝し粗菜類の種をまく。

※たらい神輿：毎年 5/5に樹下神社においてお満さん伝説にちなみ、たらいにお満さんを乗せて町内を担ぎ歩く。

※出湯：野洲川の改修前、旧集落の中で伏流水が湧出していた場所。

■豊かな自然を活かした住みやすい環境が形成されています

○旧野洲川河川敷や琵琶湖岸には様々な動植物が生息し、琵琶湖、木浜内

湖、法竜川、大川、新川等の水辺にも自然が残されています。

○素のままの自然環境や、これらの環境を活かして整備された地球市民の

森等の公園などが、潤いとやすらぎの空間を形成しています。

○湖岸に近い新興住宅地では、花に彩られ美しく整った町並みが形成され

ています。

■速野ならではの産業、文化、施設があります

○豊富な河川水を活用した農業や魞漁をはじめとする漁業など、多彩な第

一次産業が地域を支え、川魚料理等の伝統的食文化や地域ブランドであ

るモリヤマメロンなどを生み出してきました。

○琵琶湖大橋、レインボーロード、湖岸道路が結節する県内でも重要な交

通の要衝であり、湖岸に近い地域では、美術館や公園やゴルフ場等地域

の人々も来訪者も楽しめる施設が多く立地し、リゾート・レクリエーシ

ョンエリアとなっています。

▲速野学区民のつどい 

▲旧木浜港 

▲佐川美術館 

▲地球市民の森の植樹祭 

資料　①
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現在のまちの課題 

一方で、速野学区には、新旧地域の人々の混在という大きな流れを下敷きにした、様々なまち

づくりの問題・課題があり、これらを解決していくことが必要です。 

■人口の増える地域と減少傾向の地域での地域差が拡がっています

○新興の住宅地では人口が増えているものの昼間は高齢者が多く、防災・防犯上の不安があります。

○旧集落では少子高齢化が進み、農業の後継者確保や地域行事の継承が難しくなっています。

○新旧地域に共通して、世代間の交流機会の不足、地域への関心や帰属意識が希薄化しています。

■学区運営、自治会運営における世代交代が停滞しています

○学区や自治会の役員にかかる負担が大きくなっています。

○役員の世代交代が停滞しており、新たなリーダーの育成、若者や女性の参画の促進が必要です。

■末永く安心・安全に暮らすための生活基盤が十分でありません

○学区レベルでの防災訓練の実施や避難所の確保など、地域防災への取り組みが必要です。

○公共交通の利便性が低く、車を運転できない高齢者の通院などが問題となってきています。

○狭隘な生活道路を抜け道として利用する車が多く、交通事故の危険性が高くなっています。

■北部市街地、観光リゾート地にふさわしい施設が必要です

○市中心部から離れており、図書館等の文化施設からも距離があります。

○琵琶湖大橋や湖周道路を行き交う車や人々が立ち寄ってくれるような、観光リゾート地にふさわ

しい集客施設が必要です。

■恵まれた自然・景観・水環境があるのに活かせていません

○地球市民の森は雑草が生い茂り、不法投棄も増加するなど、管理が行き届いていません。

○琵琶湖、木浜内湖、法竜川、大川等の豊富な水辺に触れあえる親水性の高い環境が必要です。

○湖岸のハマヒルガオ群落やなぎさ公園の砂浜などの継続的な保全が必要です。

■地域への愛着や誇りが醸成されにくいのが現状です

○それぞれの自治会で祭りやイベントはありますが、学区全体を挙げてのイベントは多くはありま

せん。

○地域の人々が誇りに思い、郷土愛が醸成される取り組みや資源が必要です。

資料　①
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速野学区まるごと活性化の取り組み 

「守山の北の玄関速野まるごと博物館構想 

～人・自然・歴史がおりなす理想郷を目指して～」 

速野学区には、広大な学区域に自然、水、歴史などに彩られた多様なたからものが点在

し、地域住民の生活に溶け込みながら守られてきました。また、このような環境で育まれ

た第一産業(農業、漁業)を通して、人と人、人と地域のつながりが醸成されてきました。

琵琶湖大橋の開通以降は、本市の北の玄関として急速に発展するとともに、新旧の住民が

一体となって他の学区に先駆けた様々な取り組みを行い、その気風は今なお地域住民の中

に息づいています。 

私たち速野学区民は、守山の北玄関にふさわしいもてなしの心を胸に、先人たちの進取

の気風を受け継ぎ、地域の恵まれた環境を“速野まるごと博物館”として後世までに大切に

残しながら、末永く活き活きと暮らせる速野のまちづくりを目指していきます。 

◆これまでの取組み 

A 守山の北の玄関おもてなしプロジェクト 

レインボーロード(琵琶湖大橋取付道路)と湖岸道路が交差する、湖南と湖西・湖東地域

の重要な交通結節点という地の利を活かし、本市の北の玄関口として、また県内外の様々

な情報・物・人が集まる拠点として、行き交う車や人々が足を止めてくれるような魅力を

創出します。 

（主な取組） 

 サイクリングイベントの開催 

 ポケットパークの整備、植栽、美化活動 

 湖岸振興会との連携によるイベント開催（鮒寿司体験） 

 ＳＮＳによる情報発信 

資料　②
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B 速野まるごと博物館プロジェクト 

恵まれた自然、景観、水環境という地域の魅力に一層の磨きをかけ、まちづくりに活用

していくため、地域内に点在する地球市民の森、琵琶湖、木浜内湖、大川、法竜川、旧集

落や農地を流れる河川、公園等の個性的な地域資源から、伝統的な生活文化までの多彩な

たからものをネットワークして、速野学区全体を博物館としてエコミュージアムの形成を

目指します。 

（主な取組） 

 博物館マップ（歴史編）（自然編）の作成 

 ふれあいウォークの開催 

 ハマヒルガオ、おまがりぼたるの活動支援 

 名所案内看板の設置 

C びわこ地球市民の森いきいきプロジェクト 

びわこ地球市民の森に恵まれた自然や優れた景観などを活かし、地域の人々が日常の楽

しみややすらぎを享受し、住民間相互の交流を図る場として活用するとともに、学区外か

らの集客を目的としたイベントを開催し、にぎわいや活力を生み出します。 

（主な取組） 

 ノルディックウォーキングの普及 

 ウォーキングマップの作成 

 四季桜の植樹祭等の実施 

 森づくりサポーター活動への支援 

資料　②
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D 大川周辺の自然環境保全＆環境学習推進プロジェクト(大川プロジェクト) 

旧野洲川の豊かな自然と湖周道路に近い立地を活かし、大川と周辺の自然環境を中心に

琵琶湖(おもに琵琶湖大橋以北)や美崎公園、なぎさ公園などともネットワークさせ、地域

の人々や来訪者にやすらぎとうるおいを与える空間を創出するとともに、環境学習の場と

して有効に活用します。 

（主な取組） 

 大川水草除去、河川敷除草、清掃活動 

 夏休み大川自由研究室の開催 

 大川親水デッキ活用イベント 

 新川への植樹等 

E ふるさとの文化を見つめなおし守ろうプロジェクト 

神社仏閣、史跡、言い伝えなど、地域の歴史を語るたからものを、地域の人々の手によ

って再発見・再整理し、その魅力や歴史的価値を地域内外の人により良く知ってもらうと

ともに、地域の人々が誇りを持って、歴史・伝統・文化を次世代に継承する仕組みをつく

ります。 

（主な取組） 

 語り部による「ふるさと紹介のつどい」の開催 

 速野まちづくり絵本の作成 

 ＤＶＤ「これからの速野」作成 
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F みんなで考えよう速野の未来プロジェクト 

少子高齢化が進む旧集落と人口増加が続く新興住宅地の住民意識の差、世代間交流の希

薄化、自然環境の保全、安心・安全の確保など、地域の様々な課題を改善するため、あら

ゆる世代や立場の地域の人々が課題を共有し中長期的な速野のまちづくりビジョンをみん

なで考える基盤をつくります。 

（主な取組） 

 広報紙の発行 

 まるごと活性化のＰＲ 

 ヒヤリハットマップ作成 

ふるさとづくり委員会が発足して５年目を迎え、ふるさと速野の活性化をめざして、速

野学区の魅力ある“たからもの”を見つける活動を推進してまいりました。この“速野のたか

らもの”にさらに磨きをかけ、未来につながるまちづくりを展開していくために、今後も引

続きまるごと活性化事業に取組み、新しい活動を推進していきます。 
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各学区プロジェクト 

取り組み状況 
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守山学区の取組 

Ａ 自治会魅力向上プロジェクト 

（主な取組） 

 自治会アンケート調査の実施 

 自治会の課題整理、解決策の検討 

 自治会ハンドブックの作成 

 わがまちミーティングの開催 

自治会の課題整理、解決策の検討 自治会ハンドブック わがまちミーティング 

Ｂ 守山の歴史・伝統文化再発見プロジェクト 

（主な取組） 

 中山道守山宿まるごとマップの作成（吉身学区と連携） 

 中山道ガイドブックの作成（吉身学区と連携） 

 中山道カレンダーの作成（吉身学区と連携） 

 伊勢遺跡案内看板の設置（３個所） 

中山道守山宿まるごとマップ 中山道カレンダー 表紙 伊勢遺跡案内看板 
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守山学区の取組 

C JR 東側活性化プロジェクト 

（主な取組） 

 ＪＲ東側防災対策の検討 

 ＪＲ東側活動拠点の整備検討 

防災対策の検討 活動拠点の整備検討（さづかわ交流ｾﾝﾀｰ視察） 

D 水とホタルから輝くプロジェクト 

（主な取組） 

 ホタル啓発看板作製 

 環境バランス水槽設置、ホタルの幼虫飼育・放流 

 ホタルの学習、講座の受講 

 学区民のつどいで啓発 



ホタル啓発看板 環境バランス水槽の設置 学区民のつどいでの展示 
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吉身学区の取り組み 

A ホタルを守ろうプロジェクト 

（主な取組） 

 ホタルの幼虫飼育、放流 

 ホタル観賞会、学習会の開催 

 ホタル飛翔調査、河川環境調査の実施 

 ホタル保護啓発看板設置 

ホタルの幼虫の放流 学区民のつどいでの啓発    ホタル保護啓発看板設置 

BC 歴史・伝統・中山道プロジェクト 

（主な取組） 

 中山道守山宿まるごとマップの作成（守山学区と連携） 

 中山道ガイドブックの作成（守山学区と連携） 

 中山道カレンダーの作成（守山学区と連携） 

中山道守山宿まるごとマップ 中山道カレンダー 表紙 

再掲 
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吉身学区の取り組み 

D 祭りだ！わっしょいプロジェクト 

（主な取組） 

 学区民のつどいで豊年踊り、守山音頭を実施 

 学区民のつどいに「子どもサポーター」の導入 

 吉身学区イベント・たからものマップの作成 

 吉身学区イベント・たからものマップの看板作製 

子どもサポーター イベント・たからものマップの看板 

イベント・たからものマップ 
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小津学区の取り組み 

B 新守山川触れ合い環境整備プロジェクト 

（主な取組） 

 桜まつりの開催 

 魚つかみ大会の開催 

 桜などの植樹、剪定作業の実施 

 新守山川自転車道・遊歩道整備 

桜まつり 魚つかみ大会 桜並木づくりに向けた植樹 

C 水に育まれた小津の文化発見プロジェクト 

（主な取組） 

 冊子「小津の宝物」作成 

 小津ウォーキングマップの作成 

 小津まちかどウォークの開催 

 小津のたからものフォトコンテスト開催 

小津まちかどウォーク たからものフォトコンテスト 

小津の宝物 ウォーキングマップ 
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玉津学区の取り組み 

A 諏訪家屋敷をはじめとする玉津の歴史・伝統文化活性化プロジェクト 

（主な取組） 

 諏訪家屋敷まつりの開催 

 まるごと歴史散策ウォークの実施 

 小菊盆栽展の実施 

 語り部による学校やイベントでの昔話 

諏訪家屋敷まつり 語り部読み聞かせ 小菊盆栽展 

B 赤野井湾プロジェクト 

（主な取組） 

 赤野井湾クリーン大作戦の実施 

 親子漁業体験ツアーの実施 

 屋形船体験ツアーの実施 

 湖岸清掃活動への参加 

赤野井湾クリーン大作戦 屋形船体験ツアー 赤野井湾啓発 
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玉津学区の取り組み 

C 食の地産地消推進プロジェクト 

（主な取組） 

 野菜直売所の開設 

 まるたま納豆の活用 

 矢島かぶらの活用 

 諏訪なべの提供 

野菜直売所の開設 まるたま納豆づくり 矢島かぶら料理教室 

D 玉津ホタル祭り・イベント推進プロジェクト 

（主な取組） 

 ホタル学習会、観察会の実施 

 子ども調査員による飛翔調査の実施 

 ホタル啓発看板作製 

 長刀まつりの DVD 作成、情報発信 

ホタル学習会 ホタル学習発表 ホタル観賞会 

E 定住促進プロジェクト 

（主な取組） 

 地区計画の支援 
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河西学区の取り組み 

A 野洲川・法竜川・里川の「水辺空間」満喫プロジェクト 

（主な取組） 

 北川原公園の整備 

 河西ふれあい花壇の植栽、除草 

 トンボ観察会の開催 

ふれあい花壇開園式 スイセン開花 トンボ観察会 

B 近江妙蓮活用プロジェクト 

（主な取組） 

 天然記念物への申請検討 

 ポスター作成、案内看板作製 

 守山市花制定 40 周年記念切手の作成、発行 

 観蓮会の開催支援 

近江妙蓮ポスター 近江妙蓮記念切手   観蓮会の開催支援 
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河西学区の取り組み 

C 河西の「身近な魅力」情報発信プロジェクト 

（主な取組） 

 水辺探訪の実施 

 河西魅力情報マップの作成 

 河西魅力情報マップ解説版の作成 

 河西魅力情報マップ・解説版の活用（歩こう会の実施） 

 河西まるごとブログの開設 

水辺探訪（川戸） 歩こう会 河西魅力情報マップ・解説版 

D 河西のみんなで「つながる」プロジェクト 

（主な取組） 

 どろんこあそび大会の開催 

 芋煮会の開催 

 自然観察会の実施 

どろんこあそび大会 芋煮会 
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河西学区の取り組み 

E 健やか・安心・快適な生活環境創出プロジェクト 

（主な取組） 

 高齢者移動支援の検討 

 高齢者買い物支援リスト「かわにしの家事お助けリスト」の作成 

 ボール遊びができる公園整備の検討 

かわにしの家事お助けリスト 公園整備の検討 
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速野学区の取り組み 

A 守山の北の玄関おもてなしプロジェクト 

（主な取組） 

 サイクリングイベントの開催 

 ポケットパークの整備、植栽、美化活動 

 湖岸振興会との連携によるイベント開催 

 ＳＮＳによる情報発信 

サイクリングイベント ポケットパークの整備 湖岸振興会との連携（鮒ずし作り） 

B 速野まるごと博物館プロジェクト 

（主な取組） 

 博物館マップ（歴史編）（自然編）の作成 

 ふれあいウォークの開催 

 ハマヒルガオ、おまがりぼたるの活動支援 

 名所案内看板の設置 

ふれあいウォーク おまがりぼたる観察会 ハマヒルガオ 
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速野学区の取り組み 

E ふるさとの文化を見つめなおし守ろうプロジェクト 

（主な取組） 

 ふるさと紹介のつどい開催 

 速野まちづくり絵本の作成 

 語り部ＤＶＤ「これからの速野」作成 

語り部によるふるさと紹介のつどい 速野まちづくり絵本 

F みんなで考えよう速野の未来プロジェクト 

（主な取組） 

 広報紙の発行 

 まるごと活性化のＰＲ 

 ヒヤリハットマップ作成 

ヒヤリハットマップ 
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速野学区の取り組み 

C びわこ地球市民の森いきいきプロジェクト 

（主な取組） 

 ノルディックイベントの実施 

 ウォーキングマップの作成 

 四季桜の植樹祭等の実施 

 森づくりサポーター活動への支援 

ノルディックイベント   四季桜の植樹 いきいきセミナー 

D 大川周辺の自然環境保全＆環境学習推進プロジェクト(大川プロジェクト) 

（主な取組） 

 大川水草除去、河川敷除草、清掃活動 

 夏休み大川自由研究室の開催 

 大川親水デッキ活用イベント 

 新川への植樹等 

新川河畔手入れ 夏休み大川自由研究室 大川植樹 
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中洲学区の取り組み 

A 野洲川河川敷・伏流水再生プロジェクト 

（主な取組） 

 野洲川中洲親水公園の整備、愛称は「あめんぼう」に決定 

 野洲川中洲親水公園（あめんぼう）でイベント実施 

 あめんぼうサポート隊のメンバー募集 

 自治会ごとに水路図作成、伏流水再生水路の検討 

あめんぼうでのイベント（凧作り＆凧あげ教室） サポート隊による除草作業 

B みんな集まれ！中洲にぎわい活力創出プロジェクト 

（主な取組） 

 なかす夏まつりでイベント実施 

 中洲ふれあいの灯でイベント実施 

 ふれあいの灯看板デザイン決定 

なかす夏まつり・梨の皮むき大会 中洲ふれあいの灯でのイベント ふれあいの灯看板デザイン 
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中洲学区の取り組み 

C 農業を元気にするプロジェクト 

（主な取組） 

 中洲産大豆、米を使った手作り味噌教室 

 ファミリーマラソンで中洲産芋煮出店 

 視察研修の実施 

手作り味噌教室 芋煮の出店 農場視察（タキイ研究農場） 

D 安心して暮らせる公共交通を考えるプロジェクト 

（主な取組） 

 全戸に公共交通のアンケート調査実施 

 もーりーカーに係る提案書を市に提出 

 もーりーカーの体験乗車会を実施 

 視察研修の実施 

もーりーカーに係る提案書提出 もーりーカー体験乗車会 視察研修（晴嵐台自治会） 
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1.     
はじめまして。立命館大学

経済学部 4 回生の濵野です。 
大川活用プロジェクト支援

団体 haconiwa に所属して

います。

今日は「若者が見た市北部

地域の魅力」と題して、報告

をします。

2.

3.
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4.
大川活用プロジェクトは、スラ

イドに挙げた複数の組織・団体

によって構成されています。

「守山丸ごと活性化プラン」の

１つです。

5.  

6.
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7. 
私は、立命館守山高校在学

中、科学部に所属していて、

その時から大川を舞台に、実

験・研究をしてきました。 

大学に入ってからは、立命館

守山の卒業生を中心に、環境

学習を通して地域を結びつけ

る活動を始めました。 

8. 
若者から見たこの地域の魅力

をお話しする前に、まずは、こ

れまでの haconiwa の取り組

みをまとめます。 

9. 
[発表者]正木泰斗 
私たちの団体では年に数回

地域の方々のご協力とご支

援をいただきながら子供向

けのイベントを企画、運営し

ています。昨年の春休みには

春休み自由研究室として、学

習支援の他に美崎地区の史

跡や生物をチェックポイン

トにして美崎地区内でビン

ゴラリーを行いました。はじ

めは鳥を見てもただ鳥だとしか思わなかった子どもたちが、終わるころには名前のわから

ない植物を採集し後で調べると言うまでに味を持ってくれました。
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10. 
[発表者]田中颯太 

僕たちは５月の末に美崎自治

会館で工作教室を開催しまし

た。内容は手作りペットボト

ルロケット、プラバン作りの

２種類あり分かれて活動しま

した。ペットボトルロケット

制作の過程では立命館守山高

校の科学部の学生達がわかり

やすく原理の説明などをして

くれるなど高校生との結びつ

きも強いです。今年度は今回だけしか連携をとれなかったのですが昨年は夏休み自由研究

会などにも協力してもらいました。一回生からすると初めてとなる企画だったので自治会

の方々の協力の多さにただただ驚いていました。 

11.
[発表者]松垣俊介 

夏休みには学年ごとに分かれ

て様々な企画を行いました。

どの企画も子供たちはとても

楽しそうでした。 

漁業体験はもちろんのこと、

流しそうめんの竹、スイカ割

りのスイカ、精霊馬の野菜と

どれもこの地域で育った、こ

の地域にあるものを利用して

います。 

私の生まれ育った大阪ではこれの全部を体験することはそう簡単ではなく私自身もとても

楽しかったです。 
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12.
[発表者]柳田直哉 

8 月下旬には竹灯籠祭りを開

催しました。地域の方々に竹

を切っていただき、その竹に

子ども達や年長者の方が絵付

けをしました。 

絵付けをした竹にろうそくを

入れ、火を灯しました。非常に

趣深いものでした。 

この日の午後には民生委員の

方に「江州音頭」を教えていた

だき、子ども達や私達大学生も練習しました。私が育った地域にはこのような「地域の盆踊

り」を伝承していただく機会がありませんでした。速野学区では地域の文化を伝えていく

という活動が現在も続いており、いいなと思いました。 

13.
[発表者]水野淳太 

午前中に冬休みの宿題をこな

した後、昼食後に美崎自治会

館の子どもたちと一緒にすご

ろく、紙飛行機、羽根つきを

作成して遊んだ。そのほかに

は、初めての試みとして、段

ボールを使った燻製を行った。

自分たち学生、子どもたちと

もに楽しめていて、良い体験

だったと思う。 

イベントの最後には、琵琶湖マリオットホテルに隣接しているデジタルスタードームほた

るの皆さんにも御協力いただき、子どもたちとプラネタリウム鑑賞をした。 

＊自身の発表の最後には去年おこなった「大川ウッドデッキから星を観る」のイベントに

ついても少し話をした。 
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14.
では、こうした取り組みを行

ってきた私たちが考える、こ

の地域の魅力をお話しします。 

15.
まず速野学区の特徴として

は、スライドに挙げたよう

なことがあると思います。 

特に、人口増加が進み、若い

家族が多いこと、自然環境

に恵まれていること、農業

が盛んであることが特徴的

だと思います。 

16.
私たちが思う速野学区の魅

力は、こちらです。 

まず、若者の私たちを受け入

れていただける雰囲気が大

きいと思います。 

この地域出身であるわけで

もない、大学生の私たちが

様々な取り組みをするのを、

地域住民の皆さんが受け入

れてくださることがありが

たいと思います。 

次に、先ほどもお話ししたように、自然環境に恵まれ、美崎公園に代表される環境学習設備

も充実していることです。さらに、自治会の活動が、まさに今この場のように盛んで、しか

も行政もそれをサポートしてくださる環境も魅力だと思います。 
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17. 
実は、滋賀県全体の教育の指

針として、自ら行動できる人

育てが掲げられています。 

若者には、主体的・自主的に

考え、実践することが求めら

れていますが、そのなかで、

挑戦する「場」が必要だと感

じます。 

やってみたい思いがあっても、

思う存分に社会で活動する

「場」がないと、行動に繋げ

ることができません。 

18. 
これは、社会人 3 年未満の若

手社員が、「仕事をするにあた

って、必要だと考えるスキル」

を挙げたアンケート結果です。 

こちらに示したように、自ら

行動する力、チームワークに

取り組む力、課題を解決する

力などがありますが、まさに

これらは、地域活性化を実践

するなかで培われていくもの

です。逆に言えば、実践するこ

とができる場として「地域」は、

若者にとって必要不可欠なの

です。 

19. 
まとめると、スライドのように

なります。
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20. 

21. 
地域の休耕田・畑を活用して、

農業体験を子どもたちにさせ

てあげられないかと考えてい

ます。 地域からボランティア

を募って、普段の農作業を行

い、子どもたちは、田んぼの生

き物観察や成長記録、収穫祭、

収穫後の緑肥の栽培（ヘアリ

ーベッチ、レンゲソウなど）な

ども行います。 緑肥の栽培は、

観光資源として地域のシンボ

ルにも活用できると思います。 また、大人の農業体験として、コメを作り、その米を使っ

た地酒づくりも、近年の法整備で可能になったと聞きます。 琵琶湖の美しい水も活用し、

日本酒生産を行うこともできるのではないかと思います。 畑の収穫物は、自分たちで食す

他、ウッドデッキで定期市を行って販売したり、子どもたちがレシピを考えて弁当を創っ

たりします。 そのほか、地域のボランティアで収穫物を使った小料理屋などを、期間限定

で行えれば面白いと思います。
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22. 
[発表者]田中颯太 

京都に友人と遊びに行ったと

きに利用した制度だったので

すがこれがなかなかに楽しく

いい経験だったのでぜひビワ

イチなどと連携も含め行って

みたらおもしろいのではと思

い提案という形にしました。

家を丸々一棟貸し出すことに

よりホテルなどの宿泊施設と

は違うメリットが生まれます。

一番の利点は周りに気にすることなく宿泊することができる点です。

またビワイチの連携という視点からは、遠方からの旅行客が民泊を利用し、次の日の朝か

らビワイチを行ってもらうということが一つの形としてあってもいいのではないかと考え

ました。

23.
毎年恒例行事「はやの祭」を大

川親水デッキで行うことを提

案します。

親水デッキ付近には宿泊施設・

商業施設・なぎさ公園などがあ

り、外部から観光に訪れた人々

も立ち寄りやすいと思います。 

速野学区の方々による地産品

販売や演奏会・踊りなどを行う

と、祭りを盛り上げることがで

きると思います。また、速野小

学校生徒さんによる合唱やミニ競技会などの出し物も加わると良いと思います。

毎年の恒例行事になれば徐々にイベントの認知度が上がり、守山市北部地区のさらなる活

性化につながるでしょう。
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24. 
[発表者]正木泰斗 

私から守山市、速野地区の振

興策として、守山市ビンゴラ

リーまたは速野学区ビンゴラ

リーを提案したいと思います。

これは守山市もしくは速野学

区内の史跡や自然（生物や景

観など）、商業施設をチェック

ポイントとして行うビンゴラ

リーまたはウォークラリーを

想定しています。昨今の健康

ブームにより全国各地でウォークラリーが開催されており、大盛況ですので是非守山市や

速野学区でも行われると良いかと思います。ラリーの開催により、商業施設や観光地に対

しあまり手間をかけずにラリーのチェックポイントであるという付加価値を与えることが

できるため、来客数、売上の増加が見込めます。加えてチェックポイントになっていなくて

も道中の飲食店や小売店の売上も増加が見込めるため、地域全体に恩恵があります。また、

可能であれば商業施設や観光地との提携等によりラリー参加者限定のクーポンなどの発行、

特別公開などを行っていただくことも、ラリーに参加するメリットも増えることになるの

で良いと思います。行政の方で行うべきことはラリーの広報とチェックポイントの選定、

ビンゴ用紙もしくはウォークラリー用紙の作成など、そこまで多くもありませんし、観光

地や商業施設の方も売り上げや集客数増につながるとなれば協力していただきやすいかと

思いますので、地域産業振興のためには比較的手軽でよいと思います。

25.
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26. 

27. 

（濵野）これらは参考です。 

私は高校生が地域活性化に参

画していくことが必要だと考

えています。若い力として、高

校生の持つ潜在能力はとても

大きいと思うからです。

こちらは、静岡県富士宮市の実

践で、「高校会議所」という組織

を複数の高校間で結成し、市と

協力して、地域振興に取り組む

ものです。

28. 
また、福井県鯖江市では、市役

所に「JK課」という部署を設置

し、そこで市内の女子高生が若

者の視点から、地域活性化の政

策を提案・実施する取り組みを

行っています。 

アプリの開発やスイーツ商品の

開発、移住喚起の取り組みなど

を、独自の視点で行ってきまし

た。こうした政策のように、い     

っそう若者の力を利活用し地

域を振興していくことができると思います。 
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速野学区ふるさとづくりフォーラム グループ討議 まとめ 

●A-Ⅱ 「まちづくりをより活発にするためには！」[発表者]水野淳太

自分たちのチームでは、「はやのの森探検隊」を運営している自治会の人や、自治会のトッ

プの方、ホタル育成などいろいろな所に顔を出してサポートしている方々などいろいろな

人が来てくださいました。 

話し合いはブレーンストーミング形式で行われ、いろいろ案を出しながら、最終的に、５つ

の項目、自然、新イベント、インフラ整備、自治会が持つ課題、町作りの担い手作りに分け

ました。 

このテーブルで一番の焦点となったのは、これら全ての項目が最終的に仲間作り、人材育成

に関わっているということでした。 

自然を残していくためにも、新イベントを開催するにも、インフラ整備を行うにも、抱えて

いる身近な問題を解決するにも、今後、主役となる子どもたちに知ってもらい、経験しても

らい、自分たちで、自分の頭で、考えて、答えを出し、実行に移していく。これこそが一番

の解決策ではないか？という結論に至りました。 

補足ですが、このような話の流れになったのは、討議をしてくださった方々のほとんどが 60

歳代であり、後継者を探さなければいけないと思っていらっしゃるのかもしれません。討議

中、皆さん、自分の年齢と比べて驚いておられました。 

自分がグループ討議の最後に出した結論は、付近の小、中学生と地域の方々との交流を今よ

りもっと広めるということでした。小学校まではより多くの地域活動があったのに、中学生

になった途端になくなってしまう…。これではあまりに意味がないのではないか？と訴え

かけました。自我をより持ち始める中学生の時にこそ多くの地域活動を行うべきだと思い

ます。 

●B-Ⅰ「地域で子どもたちの育ちを応援するためには！」[発表者]正木泰斗

まず子どもたちに関して、最近はゲームばかりしている、外で遊ばなくなったということが

問題点として挙げられました。また、いじめや引きこもりなども問題だという意見が出まし

た。次にこれらは何が原因かということを考えました。そしてこれは孤独や孤立、すなわち

子供たち同士、子供たちと地域のつながりが希薄化、消滅していることが原因だと考えまし

た。ここで子どもたちに関して、彼らは機械があれば積極的につながろうとしている、自然

に交友の輪を広げているという事実があることが分かりました。つまり人と人とのつなが

りが、つながる場がないせいではないかということが原因であろうということになりまし

た。実際、ボール遊びが禁止の公園が増えているなどして遊び場、はしゃげる場が減ってい

るということが分かりました。また、小学生に対して特に中学生、高校生は時間がないなど

の事情もあり地域や地域の人とのつながりが薄れやすいということも確認されました。こ

れらの問題に対して、私たちのグループではより積極的なイベント等の開催およびその企

画に中高生を運営側として巻き込むことで解決できないかと考えました。中学生を巻き込
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むことに関しては、中学校の総合学習の時間に組み込んでもらうなどしてもらうのが最も

効果的と考えられたため、自治会から中学校への働きかけを行っていこうということにな

りました。また、企画の回数を増やすことに関しては、より多くの大学からより多くの大学

生の協力や参加が得られれば可能であろうということでした。したがって、私たち大学生が

大学生同士のネットワークを通じてより多くの大学生や学生団体の参加を呼び掛けていこ

うということになりました。高校生を巻き込むことに関しては、私たちのグループではでき

ることが見つかりませんでした。さらに、別の視点として、子どもに関する問題は親御さん

たちも無関係ではないとして、親御さんたちに関しても問題が提起されました。子ども同様

に親も悩み、孤独や孤立に苦しんでいるであろうことが分かりました。虐待などこれらの問

題を解決するためには親御さん同士や親御さんと地域の人たちを結び付け、相談などがで

きるようにする、親御さんが外に出る機会を作ることで解決できないかと考えました。親御

さんたちも子どもたちと同様につながる場さえあればつながろうとしていることも分かっ

たからです。私たちにできる解決策としては、自治会の方で積極的に特に乳幼児を抱えた親

御さんに向けた相談会などのイベントを行うことができるのではないかという結論に至り

ました。 

●B-Ⅱ「地域で子どもたちの育ちを応援するためには！」[発表者]濵野優貴

B-Ⅱテーブルでは、「地域で子どもたちの育ちを応援するためには」というテーマで討論

を行った。参加者は、滋賀銀行の方を含む地域住民 4名に、大学生を加えた 5名であった。 

最初、自己紹介シートを使って、地域とのこれまでのかかわりや思いを各自順に話してい

ただいた。その際、机に広げた模造紙に、ペンで自由に感じたことをメモ書きした。模造紙

に直接自由にメモを書くことで、話し合いを可視化し、またメモを書くことのハードルを下

げることをねらった。 

その後、それまでの自己紹介の際に出た意見をベースに、これからどのような取り組みが

できるか？について話し合い、最後の 10 分程度で、新しい模造紙にその内容をまとめた。 

特徴的だった意見は、「住民がすでに取り組んでいることを活かすことが大切」という点

だった。やはり、新しいことにこれから取り組むとなると、ハードルが高い。既に行ってい

ることを組み合わせることで、十分価値があるという点は、haconiwa の事前プレゼンに着

想を得た者だった。 

また、拠点の整備が必要との声も多かった。後に詳述するが、地域の憩いの場として、ミ

ニ図書館を整備する等があがった。 

加えて、各自治会が垣根を越えて、交流できる場の整備が必要との声も多かった。これは、

haconiwaの提案にあった、ウッドデッキを活用した定期市などのことで、自治会を超えて、

同じ場に繰り返し集まることで、各自治会の活動をお互いに知ることができ、信頼もいっそ

う深まりやすくなるのではないかということであった。 

実際に出たアイデアには、次のようなものがある。 
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第一に、小さな図書館を整備することだ、市立の大きなものというよりも、地域に密着し

たものを想定している。そこで、子どもたちと住民が交流する場面（語り、紙芝居、料理教

室、子ども農園など）をつくり、小中学校とも連携する。 

また、地域の伝承などをまとめて、地域文庫を整備する。上述の図書館に蔵書すればよい

のでは？と言う意見があった。 

続いて、中高生の地域イベント参加を促すためのボランティア登録制度が提案された。小

学生は、各自治会のイベントに子ども会を通して募集できるので、よく参加する。一方で、

中学生以上になると、交流の機会が減る。そのため、自治会を超えて、小学校区全体の中高

生の登録制ボランティア制度をつくり、各自治会でイベントがあるときに、メールや LINE

＠で呼びかけ、ボランティアスタッフとして来てもらう仕組みを整えたい。申し込みも

Google フォームなど、ネット上で済ませることができれば、中高生が気軽に参加できるよ

うになるだろう。また、このとき、社会福祉協議会などを通して、図書券など、学習に活か

せる形での謝礼も支払うことも、公的な登録制度であれば、それも可能ではないか。 

繰り返しになるが、手作り市など、各自治会の枠組みを超えて、一挙に集い、互いに交流

する機会を定期的に作るとよいのではないかという意見もあった。これは、今すぐにでも実

現できることだ。 

●C テーブル「地域の産業、企業そして住民が連携するためには！」

[発表者]田中颯太 

まずテーマにあることを行うために、速野の魅力や足りないところを上げていきました。

この部分を認識、共有してから連携などを考えた方が多くの案が出ると考えたからです。

数多くのいいところが出てきてそれらを分類していくと以下のように負けることができま

した。１．人の魅力、２．人が集える施設、３．自然、４．産業、の４つに分類しまし

た。特に注目した点は「１．人の魅力」でした。「１．人の魅力」では住民の積極性や新

しいことを受け入れる体制など人と人とのつながりの部分でした。これにつながるのが

「２．人が集える施設」になってなぎさ公園、美崎自然公園などをはじめ地域に根付いた

施設、外の観光客向けのホテルなど多くがあげられました。３．４．は関係が深く琵琶湖

をはじめとする水産系のものから特産品のメロンなど農業も活発でした。 

 このようなことを踏まえてテーマにあるようことを行っていくことは、地域活性につな

がってくると考えました。出てきた案の 1つに例年行うイベントを実施するということが

出てきました。1つの聖地化を目指すということです。その企画を行う担い手として白羽

の矢が立てられたのが大学生でした。ノウハウを持つ大人（市や自治会の方々）が支えた

り駄目だしをしながら共に企画を行っていくことで人手不足の解消と未来の担い手の育成

の両方が同時にできるのではとなりました。 

[発表者]柳田直哉 

速野学区にはたくさんの魅力がありますが、現時点では「PR 不足」ではないかという 
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意見がありました。速野学区の魅力をさらに外部に発信していく必要があるということで

す。まず、速野学区の魅力を PR するためには、様々な要素を一つに集結させなければなり

ません。そのためには速野の豊かな自然や既存施設、地場産業、そこに住む人々を結び付け

るための「場」が必要だということです。このような「場」をつくることが、魅力の発信や

再確認になるのだと思います。「場」をつくるということはイベントを行うことです。イベ

ントを企画・運営するには「担い手」が必要であり、大学生のような「若者」に担ってもら

うのがふさわしいという意見になりました。 

私たち大学生は美崎地区で現在、様々なイベントを企画・運営させていただき、多くを学ん

でいます。しかし、私たちは未熟であり、分からないこともあるのですが、自治会の大人の

方々にサポートしていただいています。そして、さらに守山市などの行政が後ろで支えてく

ださっています。すなわち、速野学区を活性化するためには若者が担い手となり、自治会の

大人の方々が支え、さらに後ろで行政がサポートするという形が大切だということにまと

まりました。 
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おわりに 
 
  大川活用プロジェクトは、開始から 10 年近くが経過しました。大川の水質改善を目的

にはじまった住民主体の活動は、美崎子供会、立命館守山高校、美崎自治会、市役所など

の協力を得て、「夏休み大川自由研究室」という新しいタイプの地域の「まつり」を開始し、

それが定着しはじめています。立命館守山高校の高校生として参加していた皆さんが中心

となり、立命館大学学生団体として大川活用プロジェクト支援団体 haconiwa が設立され、

近年は、夏休みだけではなく、四季を通じて、様々な子どもたちの参加型アクション・ラ

ーニング・プログラムを立案・運営してくれており、大川活用プロジェクトの大きな特徴

となっています。詳しい内容は、ぜひ、本文を見ていただきたいと思います。美崎の住民

の方々の熱意が子供会や大学生たちに伝わり、活動が大きく発展してきているのだと確信

しています。 
 大川活用プロジェクトは平成 30 年度の総括として、「速野学区ふるさとづくりワークシ

ョップ」の開催を支援しました。大川活用プロジェクトが築いてきた地域住民、子ども会、

大学支援団体、市役所などとの協働モデルの活動の展開を通じて、歴史的、地域的にも深

いつながりをもってきた大川流域の「速野学区」の活性化に貢献できればという美崎の皆

さんの願いの表れでもあります。速野学区の活性化に大川活用プロジェクトを位置づけ連

携していこうという、大川活用プロジェクトのさらなる展開へのステップだと位置づける

ことができるでしょう。そのためにも、ワークショップでの発表を活動記録として報告書

にまとめておくことは大変重要となります。私たち編集者は、そのお手伝いをできたこと

を嬉しく思っています。 
 最後になりましたが、ワークショップでの発表者、参加者の皆さん、そして本報告書の

執筆者の皆さん、美崎自治会、子供会をはじめとする住民の皆さん、hakoniwa の皆さん、

市役所、速野学区ふるさとづくり委員会、速野学区自治会長会、立命館守山高校など関係

者の皆さん、記して感謝いたします。また、この報告書を手に取られた皆さん、大川活用

プロジェクトに今後とも関心を抱いていただき、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 
                安藤和雄 （編集者を代表して、2019 年 3 月 24 日記） 
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